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企業を通して地域や社会を結ぶAIプラットフォーム

株式会社Ciel 設立記者会見

yori-i project サブチーフ兼「健康」アジェンダリーダー
小口 貴幸



健康アジェンダについて

「健康長寿の実現」

ヒアリング結果・課題

➢全国平均以上の塩分摂取量
➢高血圧リスク
➢高い介護保険料
➢要介護4,5の割合高い
➢施設利用の割合高い

医療 介護 スポーツ 食事 交流 教育 デザイン アート DX

肉体的にも精神的にも、そして社会的にも満たされたWell-beingに、
様々な分野からアプローチしていく

など
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人アジェンダについて

「多様な地域人材の育成と創出」

ヒアリング結果・課題

➢転出超過が続いている

➢教育サービスの多様性がない

➢高等教育機関がない
➢県内でも所得が低く戻る理由がない

教育 グローバル アントレプレナーシップ 起業 移住・定住 空き家利活用
など

山形の未来を担う人材を育成・創出するため県内外/国内外の人材に対し

様々な分野からアプローチしていく
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人・健康アジェンダとの関わり

株式会社Ciel (1月設立済み)

「高校生のキャリア形成」も主軸に、AIの力“も“使った企業情報提供プラットフォーム
を提供し、「就職ミスマッチによる心身ストレス」の解消を目指す。

山形大学大学院理工学研究科数理学選考でデータサイエンスを学ぶ学生であり、同時に本プロジェクトのデー

タアナリストでもある村上氏は、自身の学びと県内での活動の中での気づきから企業を決意。

学生でありつつ、社会とも多く関わる立場であるからこそのアイデアを、生成AIという最新技術を活用して

実現しようとしている。本活動自体が県内の若者にとって良い刺激・指標となることも期待される。

「AI x 就職」を通した
地域を担う人材育成の促進と健康課題の解決
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テーマリーダー

村上 和隆氏（27）

AIの力で地域を元気に

山形⼤学⼤学院理⼯学研究科（理学系）博⼠前期課程1 年



参考データ
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参照：厚生労働省「学卒就職者の離職状況調査結果（平成 27 年 3 月中学・高等学校卒業者）」より抜粋

中・高校を卒業して就職した人の離職理由

として就職先との業務のミスマッチが多い。
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